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次

は
じ
め
に

欧
米
初
期
の
ガ
ス
事
業

日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
創
設

(以
上
本
号
)

東
京
ガ
ス
の
発
展
と
横
浜
の
そ
の
後

英
米

の
ガ
ス
事
業
発
展

福
岡
県
に
お
け
る
初
期
の
ガ
ス
事
業
計
画

博
多
瓦
斯
株
式
会
社
設
立

博
多
瓦
斯
の
点
火
と
開
業
当
初
の
成
績

博
多
瓦
斯
の
事
業
拡
張

福
岡
県
下
の
ガ
ス
会
社
続
出

明
治
末
に
お
け
る
九
州
の
ガ
ス
事
業
続
出

九
州
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
特
質
と
経
済
情
勢
と
の
関
係

明
治
末

の
日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業

の
特
質

わ
が
国
ガ
ス
事
業
の
系
統

地
方
ガ
ス
事
業
の
欠
陥

ガ
ス
市
営
と
報
償
金

ガ
ス
器
具
に
つ
い
て

ガ
ス
エ
ン
ジ

ン

一
、

は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
は
、
生
れ
落
ち
た
時
か
ら
数
奇
な
将
来
を
約
束
さ
せ

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
後
進
国
と
し
て
出
発
し
、
先
進
国

の
仲
間
入
り
を
唯

一

の
目
標
と
し
て
き
た
日
本
の
宿
命
を
、

一
身
に
背
負

っ
て
き
た
よ
う
に
見
え
る
。

更
に

一
面
か
ら
言
え
ば
、
人
間
の
長
所
と
短
所
を
、
も

っ
と
も
明
白
に
表
わ
し
た

の
が
ガ
ス
事
業
だ
と
も
言
え
る
。

明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
横
浜
に
お
け
る
ガ
ス
街
灯
建
設
許
可

(
五
年
九
月
点

灯
・
後

の
横
浜
ガ
ス
局
)
と
、
同
七
年

(
一
八
七
四
)
十
二
月
東
京
の
ガ
ス
街
灯

点
火

(後
東
京
ガ
ス
局
よ
り
更
に
東
京
ガ
ス
株
式
会
社
)
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
日

本
の
ガ
ス
事
業
も
、
御
多
分
に
漏
れ
ず
外
国
製

の
機
械
と
外
人
技
師
の
指
導

に
よ

り
始
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
日
本

の
ガ
ス
事
業
は
、
二
十
六
年
長
崎

(開

業
～
)
、
三
十

一
年
神
戸

(設
立
)
、
三
十
八
年
大
阪

(開
業
)
、
三
十
九
年
博

多

(
開
業
)
、
同
年
名
古
屋

(設
立
)
を
見
た
だ
け
だ

っ
た
。

日
本
経
済
界
は
、
日
露
戦
争
後

一
時
好
景
気
に
沸
い
た
が
、
そ
の
反
動
と
し
て

明
治
末
に
不
景
気
が
や

っ
て
く
る
と
、
全
国
的
に
ガ
ス
事
業
が
続
出
す
る
よ
う
に

な
る
。
こ
の
現
象
は
、
中
央
の
不
況
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
九
州
で

は
、
特
に
著
し
か

っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
事
は
、
大
正
に
入
り
第

一
次
世
界
大
戦
中

の
好
況
時

に
、
原
料
で
あ
る
石
炭
価
格
高
騰
に
圧
迫
さ
れ
倒
産
が
続
出
し
た
こ
と

と
考
え
合
わ
せ
て
、
興
味
あ
る
出
来
事
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ま
た
、
ガ
ス
事
業
ほ
ど
離
合
、
興
廃
の
多

い
業
界
も
め
ず
ら
し
い
。
そ
の
原
因



の

一
つ
と
し
て
、
創
立
の
当
初
か
ら
系
統
づ
け
ら
れ
て
い
た
事
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
の
事
な
ど
も
ガ
ス
事
業
特
有

の
現
象
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
特
異
現
象
も
、
内
容
を
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
猿
真
似
会

社
の
お
粗
末
経
営
と
言
う
共
通

の
原
因
が
あ

っ
た
事
が
わ
か
る
。

更
に
、
い
く
つ
か
の
会
社
で
は
、

一
部

の
好
成
績
を
挙
げ
た
会
社
が
喧
伝
さ
れ

た
事
や
公
益
事
業
だ
と
言
う
事

の
た
め

に
、
地
方
自
治
体
と
の
間
に
報
償
金
や
町

市
営
問
題
が
起
こ
り
、
中
に
は
そ
の
た
め
民
営
計
画
が
つ
ぶ
さ
れ
た
所
も
出
た
。

以
下
日
本
の
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
福

岡
市
を
中
心
と
し
て
ま
と
め
て
行
く
訳

だ
が
、
筆
者
は
、
明
治

・
大
正
を
主
と
す
る
大
衆
史
の
研
究
を
念
願
と
し
て
い
る

の
で
、

こ
の
稿
も
大
衆
史
の
中
の
ガ
ス
部
門
と
し
て
採
り
上
げ
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
研
究
論
文
と
し
て
で
は
な
く
、

一
つ
の
史
料
と
し
て
事
実
だ
け
を
綴
り

合
わ
せ
て
行
き
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
当
時

の

史
料
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
も
の
を
主
体

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
も

っ
と
も
、
当
時

の
史
料
で
あ

っ
て
も
間
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
間
違
い
は
、
出
来
る
だ
け
多

く
の
史
料
を
集
め
て
縦
横
に
並
べ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
発
見
出
来
る

と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
後
世
に
ま
と
め
ら
れ
た
典
拠
を
示
さ
れ
て
い
な
い
書
籍

に
は
、

「
は
さ
み
」
と

「
の
り
」
で
作

っ
た
り
、
後
世
の
記
憶

・
伝
え
聞
き
だ
け
を
使
用

し
た
も
の
が
多
い
よ
う
だ
。
以
下
そ
の
例
を
挙
げ
て
み
ょ
う
。

〔
某
書

〕
電
車

の
項
に
、
次
の
記
事
が
あ
る
。

「明
治
二
十

一
年

(
一
八
八
八
)

十
月
に
、
小
田
原
電
気
鉄
道
会
社
が
、
神
奈
川
県
小
田
原
に
走
ら
せ
た
の
が
、
わ

が
国
電
車
開
通

の
元
祖
で
あ
る
。
」
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
大
発
見
～
が
さ
れ
た

の
か
と
不
思
議

に
思
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
調
ぺ
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
経
過
ら
し
い

も
の
を
発
見
し
た
。
小
田
原
電
気
鉄
道
の
営
業
開
始
は
、
明
治
二
十

一
年
十
月
、

と
こ
ろ
が
、
同
社
は
、
最
初

馬
車
鉄

道

と
し

て
開
業

し
、
電
気
鉄
道
と
な

っ
て

後
も
、
最
初
の
開
業
は
当
然
馬
車
鉄
道
の
開
業
日
を
使
用
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

〔
某
書

〕
の
著
者
は
、
社
名
が
電
気
鉄
道
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
勝
手
に
馬
車
を

電
車
だ
と
断
定
し
、
わ
が
国
電
車
開
通

の
元
祖
に
祭
り
上
げ
た
と
言
う
訳
だ
。

ま
た
別
の

〔
某
書

〕
に
は
、

「
日
本
で
ガ
ス
供
給
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
明
治
三

年
、
横
浜
に
ガ
ス
局
が
設
け
ら
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
。
そ
れ
か
ら
明
治
八
年
に
、

東
京
ガ
ス
局
が
で
き
て
か
ら
、
ガ
ス
製
造
供
給
事
業
は
全
国
的

に
広
が

っ
た
。
当

初
、
ガ
ス
製
造
供
給
は
政
府
事
業
で
あ

っ
た
が
、

(以
下
略
)
。

嶋
こ
の
う
ち
間

違
い
を
訂
正
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

「
日
本
で
ガ
ス
事
業
が
初
め
て
認
可
さ

れ
た
の
は
、
明
治
三
年
、
横
浜
で
ガ
ス
街
灯
建
設
が
許
可
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
。

同
事
業
は
、
翌
四
年
七
月
横
浜
石
炭
瓦
斯
製
造
所
を
設
立
、
五
年
九
月
ガ
ス
供
給

を
開
始
し
た
。
爾
後
横
浜
第

一
区
町
会
所
経
営
に
変
わ
り
、
二
十
五
年
市
営
と
な

り
横
浜
ガ
ス
局
と
言
わ
れ
た
。
」

こ
の
よ
う
な
間
違

い
は
、
市
史
な
ど
に
も
よ
く
見
掛
け
る
。
こ
の
よ
う
な
間
違

い
が
ど
う
し
て
起
る
か
と
言
う
と
、
最
初
に
採
り
上
げ
た

〔
某
書

〕
に
類
す
る
自

分
勝
手
な
想
像

の
外
に
、
転
記
の
間
違
い
や
、
聞
き
書
き
を
内
容
の
検
討
も
せ
ず

に
活
字

に
し
た
り
、
そ
れ
ら
の
書
籍

か
ら
ま
た

「孫
引
き
」
や

「
ひ
い
孫
引
き
」

し
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
事
が
多
い
よ
う
だ
。
た
と
え
十
冊
二
十
冊

の
書
物

に
同

一
の
事
が
書
い
て
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
す
べ
て
が
間
違

っ
た
最
初

の
本

か
ら
出
て
い
る
事
も
多
い
。

こ
の
よ
う
な
本
に
何
度
も
出
会

っ
て
い
る
と
、

い
つ
の
間

に
か
当
時
の

「
原
史

料
」
重
点
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
全
部
の
本
が
こ
の
よ
う
な
も
の
だ

と
い
う
訳
で
は
な
い
。

た
と
え
ば

〔
日
本
鉄
道
史

〕
な
ど
、

一
々
出
典
は
挙
げ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
正
確
無
比
な
も
の
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
以
下

の
本
文
は
、
当
時
の

〔
福
岡
日
日

〕
〔
福
陵

新
報

〕
お
よ
び
当
時
の
雑
誌
を
主
体
と
し
て
ま
と
め
た
。
そ
の
他
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
後
世

の
著
書
中
正
確
だ
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
も
使
用
し
た
。
な
お
、

繁
雑
を
避
け
る
た
め
、
当
時
の
新
聞
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
時

の
外
出
典
を
省
略

し
た
。
最
後
に
付
け
加
え
て
お
く
と
、
新
聞
記
事

に
っ
い
て
も
、
信
頼
性

に
つ
い
て
注

一一



意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
点
が
あ
る
が
、
こ
の
事

に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
発
表
す
る
の

で
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

以
上
大
き
な
意
図
の
下
に
発
足
し
た
筆
者

の
研
究
な
の
だ
が
、
史
料
不
足
や
浅

学
の
た
め
に
、
ど
の
程
度
そ
の
目
的
を
達

し
た
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、
は
な
は

だ
心
許
な
い
。
先
学
の
方
方
の
具
体
的
御

教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

二
、
欧
米
初
期
の
ガ
ス
事
業

欧
米

に
お
け
る
初
期
の
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、

〔
平
凡
社

・
世
界
大
百
科
事

典

〕
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

ガ
ス
を
初
め
て
実
用

に
供
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
人
W

・
マ
ー
ド

ッ
ク
で
、
彼

は

一
七
九
三
年

(寛
政
四
年
)
に
石
炭

を
蒸
焼
き
に
し
て
ガ
ス
を
と
り
、
こ
れ

を
自
宅
の
照
明
に
用

い
、
一
八
〇
二
年

(
享
和
二
年
)
に
は
工
場
の
照
明
に
石
炭

ガ
ス
を
使
用
し
て
世
人
を
驚
か
せ
た
。

そ
の
後

一
〇
年
を
経
た

一
八

一
二
年

(
文
化
九
年
)

に
、
世
界
最
初
の
ガ
ス
会
社
が
、
公
衆

に
ガ
ス
を
供
給
す
る
目

的
で

ロ
ン
ド

ン
に
設
立
さ
れ
た
。

つ
い
で

一
八

一
五
年

(
文
化

一
二
年
)

に
パ

リ
、

一
八

一
六
年

(
文
化

=
二
年
)

に
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル

(英
)
お
よ
び
ボ
ル
テ

ィ
モ
ァ

(米
)

に
も
創
立
さ
れ
て
か
ら
、
ガ
ス
事
業
は
急
速
に
進
歩
し
、

一
八

五
〇
年

(嘉
永
三
年
)

こ
ろ
に
は
、
欧
米
の
主
要
都
市
に
ほ
と
ん
ど
普
及
す
る

よ
う
に
な

っ
た
。
当
時

の
ガ
ス
の
用
途

は
も
っ
ば
ら
照
明
用
で
、
石
油
ラ
ン
プ

お
よ
び

ロ
ウ
ソ
ク
の
需
要
を
駆
逐
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。

(以
下
略
)

こ
の
欧
米
の
ガ
ス
使
用
を
日
本
に
紹
介
し
た
最
も
古

い
記
録
に
つ
い
て
は
、
筆

者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

し
か
し
、

万
延
元
年

(
一
八
六
〇
)
肥
後
藩
士
木

村
鉄
太
に
よ
っ
て
書
き
残
さ
れ
た

〔
航
米

記

〕
の
中
に
、
次
の
文
章
が
あ
る
。
な

お
こ
の
記
録
は
、
同
年
第

一
回
の
徳
川
幕
府
遣
米
使
節
が
、
米
国
差
し
回
わ
し
の

軍
艦
ポ
ー

ハ
タ
ン
に
乗

っ
て
渡
米
し
た
時
、
随
員
と
し
て
渡
米
、
見
聞
き
し
た
こ

と
を
記
録
し
た
も
の
で
、
勝
海
舟
の
蔵
臨
丸
が
、
日
本
人
だ
け
で
初
め
て
日
米
間

を
航
海
し
た
の
も

こ
の
時
だ
。
本
書
は
、

昭
和
四
十
九
年
三
月
熊
本
の
青
潮
社
か

ら
写

真

復

刻

出

版

さ

れ

た

と

言

う

事

を

付

記

し

て

お

こ
う
。

十

八

日

晴

(
万

延

元

年

二

月
。

三

稚

斯

島

)

o
魚

油

ノ

気

一
市

中

鯨

油

ノ
油

ヲ
、

竈

中

二
焼

キ

、

寛

ヲ
以

テ
其

ノ
気

ヲ
各

家

二
導

キ

、

油

灯

二
代

フ
。

之

ヲ
燃

二
光

リ
有

リ
。

蝋

油

二
勝

ル
「
.
幾

ド
倍

ス
。

其
制

法

大

体

炭

ノ
気

ヲ
制

二
同

ジ
。

ワ
シ
ン
ト
ン

享

,
受

ホ
ア
ル

ニ

十

五

日

(
同
閏

三

月
。

華

盛

頓

)

。

微

栗

炎

旅

館

ノ
項

に

瓦

斯

灯

ア

リ
。

焼

煤

ノ
気

ヲ
取

リ
、

回

灯

油

二
易

へ
用

ユ
。

是

レ
亦

壁

ヨ
リ
長

キ
銅

首

ヲ
出

ス
可

尺

余
、

次

第

二
上

リ

状

チ
鶏

首

ノ
仰

ガ
如

シ
。

鶏

冠

ヲ
転

ス

可
噴

重

ノ
如

シ
。

火

ヲ
鶏

ロ

ニ
点

レ
パ
、

燃

雰
灯

油

二
倍

ス
。
火

ヲ

消

二
鶏

冠

ヲ
左

二
転

ズ
。

鶏

首

ハ
恒

二
折

リ

返

シ

テ
壁

二
付

ク
。

之

ヲ
暢

セ
バ

、

五

六

尺

二
至

ル
。

此

レ
都

下

二
煤

気

ヲ
制

シ
、

鉄

桶

ヲ
土

中

二
埋

メ
導

テ
各

家

二
及

サ

令

ル
者

ナ

リ
。

二

十

六

日

(
同

右

)

の

項

に
、

・
街

路

斐
で

一
街

路

甚

ダ

広

壮

。

中

央

ヲ
車

道

ト

ス
。

左

右

一
楓
樹

ヲ
植

ユ
。

我

楓

二
似

テ

葉

ノ
裏

白

シ
。

瀦

ヲ
取

テ

砂

糖

ヲ
制

ス

可

シ
。

又

高

灯

ヲ
植

ツ
。

夜

煤

気

ヲ
焚

ク
・

夜

行

二
燭

ヲ

挑

ゲ

ズ

路

明

ナ

リ
。

車

道

ノ
両

方

家

二
傍

フ
処

ヲ
人
路

ト

ス
。

盤

石

ヲ
排

シ
方

罫

ノ
如

シ
。

四

月

二

十

六

日

費

爾

独
爾

費

亜
志

の
項

に
、

o
煤

炭

瓦

斯

一
煤

炭

瓦

斯

ハ
即

チ
焼

煤

ノ
気

ナ

リ
。

長

庫

ノ
中

二
鉄

竈

数

十

ヲ
連

ヌ
。

各

々

高

サ
二

丸

諦

v

広

サ

一
丈

余
、

竈

上

ヨ
リ
桶

ヲ
以

テ

煤

気

ヲ
他

二
導

キ
、

液

ヲ

取

テ

油

ヲ
制

ス
。

之

ヲ
煤

炭

油

ト
称

シ
、

亦

用

ユ
可

シ
。

猶

煤

気

ヲ
他

二
導

患

水

中

ヲ
潜

ラ

シ

メ
、

其

ノ
悪

臭

ヲ
濾

去

リ
、

之

ヲ
大

鉄

桶

中

二
貯

フ
。

鉄

桶

は

水

中

二
沈

ム
。

煤

気

下

ヨ
リ
充

二
従

テ

浮

出

ル
■

十

丈

許
。

又

樋

ヲ
継

ギ

、

街

衝

(
ま

ち

の

こ
と

)

ノ
土

地

二
埋

テ
各

家

二
達

セ
令

ム
。

之

ヲ
焚

キ
灯

油

(
二



(マ
マ)

け
寸

脱

力

)
易

へ
用

ユ
。

此

ノ
気

肺

蔵

二
害

ア

リ
。

瓦

斯

灯

ヲ
滅

二
気

ヲ
〆

漏

ザ

ラ

シ

ム
可

シ
。

此

ノ
気

室

中

二
蕾

レ
パ

人

或

ハ
驚

ー

ア

リ
。

英

吉

利

(
イ

ギ

リ

ス
)

ノ
竜

動

ハ
、

煤

気

ヲ
用

コ
他

邦

に
勝

ル
。

故

二
肺

疾

ヲ
憂

ル
者

殊

二
多

ト
云

フ
。

ま

た
、

〔
明

治

事

物

起

原

〕
に
、

「
医

博

三

宅
秀

の
話

に
」

と

し

て
次

の
記
事

が

あ

る
。私

が

仏

国

へ
往

っ
た
時

(
文

久

三

11

一
八

六

三

"

亥

年

十

一
月

横

浜

出

帆

)

、

あ

ち

ら

で

瓦

斯

は
、

既

に
灯

火

用
と

し

て
広

く

使

は
れ

て

あ

っ
た

が

、

ま

た
、

マ

ン
テ

ル

の
発

明

が

無

か

っ
た

の

で
、

火

熔
其

ま

㌧

裸

火

で

、

光

力

も

今

ほ

ど

強

く

な

く
、

越
後

七

不

思

議

の

一
に
あ

る

「
燃

ゆ

る

井
」

の
火

に
似

た
も

の

で

あ

っ
た
。

電

気

を

動

力

と

し

て

は
、

使

っ
て
居

た
が

、

ま

だ

電

灯

は
無

か

っ
た

(
以

下

略

)

。

そ

の
外

〔
明

治

文
化

全

集

〕
所

収

〔
航

海

新

説

〕
巻

之

下

・
慶

応

二

年

二

八

六

六
)

十

二

月

二

十

六

日

「
竜

動

新

報

」

の
項

に
も

、

「
街

中

左

右

働

斯

灯

ア

リ
。

路

ヲ
照

セ
リ
」

と
簡

単

に
紹

介

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

ら

の
記

録

か

ら

も

分

か

る

よ

う

に
、

当

時

先

進

的

な
考

え

を

持

っ
て

い

た

日

本

人

も

、

欧

米

の

政
治

、

軍

事

に

は
関

心

を
持

っ
て

い
た
が

、

科

学

方

面

に
興

味

を

抱

い
た
人

は
少

な

か

っ
た

ら

し

く

、

医

博

三
宅

秀

も

、

「
私

の
洋

行

前

に
、

色

々

の
人

が

米

国

や
欧

羅

巴

に
往

か
れ

た
が

、

多

く

は
政

治

方

面

に
注

意

し

て

、

科

学

の
方

面

に
視

察

を
専

ら

に
す

る
人

が

無

か

っ
た

の

で
、

瓦
斯

や

電

気

の
応

用

法

を
、

早

く

伝

へ
な

か

っ
た

の

は
、

惜

い
事

で
あ

っ
た
。

」

と

言

っ
て

い
る
。

こ

の
点
、

木

村

鉄

太

の
記

録

は
貴

重

な

も

の
だ

と

思

う

。

後

日

本

で

は
、

石

油

ラ

ン
プ

の

こ
と

も

「
ガ

ス
灯

」

と

言

っ
て

い
る

が
、

こ

の

名
称

の
起

り

は
、

最

初

日

本

に
紹

介

さ

れ

た

の
が

ガ

ス
灯

だ

っ
た

の
で
、

石

油

ラ

ン
プ

が

使

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ
て
も

、

舶

来

(
外

国

か

ら
品

物

が

渡

来

し

て

く

る

こ

と
)

と

言

う

意

味

も

込

め

て
、

「
ガ

ス
灯

」

と

称

し

た
も

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

三
、
日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業

の
創
設

〔
明
治
事
物
起
原

〕
に
は
、

「医
博
三
宅
秀
の
話
に
」
と
し
て
、

ガ
ス
に
就
て
、
余
り
世
間
の
人
の
知
ら
な
い
こ
と
が
有
る
。
そ
れ
は
、
本
所

亀
井
戸

の
天
神
橋
を
渡
ら
ず
に
左

へ
少
し
往

っ
て
、
天
神
の
う
ら
門
の
真
向
ふ

に
、
南
部
藩
の
島
立
甫
と
い
う
医
者
が
あ

っ
て
、
そ
の
人
が
、
柱

に
竹
管
を
取

付
け
て
瓦
斯
に
点
火
し
て
居

っ
た
。
当
時
ゴ
ム
管
や
鉛
管
は
得
難

い
の
で
、
細

い
篠
竹

の
節
を
ぬ
き
、
点
火
す
る
火

口
の
処
だ
け
金
属
を
用
ひ
て
点
火
し
た

、

と
思
ふ
。
子
供
の
時
、
面
白

い
も
の
が
あ
る
と

い
う
て
、
私
は
度

々
観
に
往

っ

た
。
年
代
は
判
然
し
な
い
が
、
寛
政
の
大
地
震
の
前
か
と
思
ふ
。

と
書
か
れ
て
い
る
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
安
政

(
一
八
五
四
～
六
〇
)
版
の

「江
戸
切
絵
図
」
に
は
、

避
ー
マ
ウ

天
神
社
の
川
向

い
に

「
巴
蕨
油
焼
炭
所
」
と
あ
り
、
巴
蕨
油
は
巴
麻
油

(
本
来
は

木
材
か
ら
造

っ
た
テ
ー
ル
"
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
P
の
こ
と
)
の
誤
字
で
あ

っ
て
、

コ
ー
ル
タ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
船
に
塗
る
に
必
要
な
塗
料
の
こ
と
、
焼
炭
と
は
骸
炭

の
こ
と
、
だ
と
い
い
、
島
立
甫
が
製
造
し
石
炭
油
　

コ
ー
ル
タ
ー
ル
に
巴
麻
油
と

名
づ
け
て
発
売
し
て
い
た
の
だ
と
、

〔
宇
津
宮
氏
経
歴
談

〕
を
引
い
て
説
明
し
て

い
る
。
こ
の
装
置

は
、
水
戸
の
反
射
炉

の
構
外
に
あ

っ
た
も

の
を
、
宇
津
宮
氏
が
見
て

そ
れ
に
多
少
改
良
を
加
え
、
島
立
甫

に
手
伝

っ
て
造

っ
た
と
い
う
か
ら
、
当
時
反

射
炉
を
造

っ
た
他
の
藩
で
も
製
造
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
記
録
は
残

っ
て
い
る
が
、
当
時
は
ま
だ
欧
米
で
も
、
ガ
ス
は
裸

火
で
使

っ
て
い
た
時
代
で
、
日
本
で
ガ
ス
を
灯
火
に
使
用
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど

い

な
か

っ
た
。

日
本
で
最
初
に
ガ
ス
供
給
事
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
横
浜
ら
し
い
。
試
み
に

東
京
堂
の
〔
明
治
世
相
編
年
辞
典

〕
を
開

い
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

あ
る
。
ガ
ス
灯

(
明
治
五
年
)
九
月
二
十
九
日
、
横
浜
大
江
橋
よ
り
馬
車
道

・
本



町
通
り
に
か
け
て
十
六
燭
光

の
街
灯
を
道
路

の
両
側
に
点
火
し
た
。

わ
が
国
最
初
の
ガ
ス
灯
。
こ
の
工
事

は
、
高
島
嘉
右
衛
門

(呑
象
。
易
者
。

一
八
三
二
～

一
九

一
四
)
ら
の
日
本
社
中
が
、
ド
イ
ツ
領
事

シ
ュ
ル
ツ
の
経
営

す
る
シ
ュ
ル
ツ
・
ラ
イ

ス
商
会
と
争

っ
て
権
利
を
得
、
ス
イ
ス
領
事
ブ
レ
ン
ワ

ル
ト
の
世
話
で
、
上
海
の
ガ
ス
灯
を
建
設
し
た
フ
ラ
ン
ス
技
師
ペ
レ
ゲ
レ
ン
を

雇

い
入
れ
、
機
械
設
備
は
ス
イ
ス
領
事

を
経

て
購
入
、
四
年
二
月
伊
勢
山
下
の

花
咲
町
五
丁
目
の
石
炭
庫
跡

に
ガ
ス
工
場
を
建
設
し
て
五
年
九
月

一
日
に
落
成

し
た
の
で
あ

っ
た
。

(中
略
)
当
時
、
老
人
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
魔
法
と
か
、
匂

い
を
か
ぐ
と
即
死
す
る
な
ど
と
い
っ
て
袖
を
鼻
に
あ
て
た
と
い
う
。

な
お
、
右
文
に
追
加
す
る
と
、
事
業
許
可
は
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)
十
月

〔
工
業
之
大
日
本
、
明
治
四
三

・
一
一
・
一
号

〕
、
四
年
二
月
は
建
設
着
工

〔
明

治
二
六
刊
、
明
治
政
史

〕

(
明
治
文
化
全
集
所
収
)
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後

の
同
事
業
の
変
遷
を
、

〔
工
業
之
大
日
本

〕
同
右
号
か
ら
転
記
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

明
治
八
年

二

八
七
五
)
七
月
横
浜
瓦
斯
会
社
を
横
浜
第

一
区
町
会
所
に
於

て
買
収
し
、
公
共
事
業
と
し
瓦
斯
局
と
改
称
し
、
続
十
二
年

(
一
八
七
九
)
九

月
同
町
会
所
は
瓦
斯
局
事
業
を
本
町
外
十
三
ヶ
町

に
引
継
ぎ
、

其
後
市
制
の

施
行
と
共
に
、
当
市

(横
浜
)

は
二
十
五
年

(
一
八
九
二
)
四
月
同
町
よ
り
譲

受
け
、
特
別
経
済
を
以
て
今
日

(
明
治
四
三
)
に
至
れ
り
。

横
浜
に
次
い
で
点
火
し
た
の
は
神
戸
ら
し

い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
河
出
の

〔
日

本
歴
史
大
辞
典

〕
か
ら
引
用
し
よ
う
。

神
戸
で
は
、

〔
七
二
年

(
明
治
五
年
)
五
月
に
神
戸
居
住
の
外
人
が
兵
庫
ガ

ス
商
会
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。〕
兵
庫
ガ
ス
商
会
が
不

許
可
と
な

っ
た
の
ち
、
内
外
人
の
共
同
事
業
と
し
て
瓦
斯
商
会
を
設
立
、
七
四

年

(
明
治
七
年
)

=

月
か
ら
居
留
地

に
ガ
ス
灯
を
点
火
し
た
。
そ
の
後
、
居

留
地
外

に
も
ガ
ス
の
供
給
を
企
て
た
が
、
許
可
さ
れ
ず
、
九
八
年

(明
治
一三

年
)
神
戸
瓦
斯
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ

る
に
お
よ
ん
で
、

一
九
〇
六
年

(明
治

三
九
年
)
そ
れ
に
買
収
さ
れ
た
。

次
に
東
京
で
ガ
ス
が
点
火
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
文
は
、

〔
工
業
之
大
日
本

〕

明
治
四
三

・
二

・
一
号
に
掲
載
さ
れ
た

「
東
京
瓦
斯
株
式
会
社
」
の
記
事
中
関
係

部
分
で
あ
る
。

明
治
四
年

(
一
八
七

一
)
二
月
、
時
の
東
京
府
権
知
事
由
利
公
正
氏

(由
利

子
爵
)
が
瓦
斯
灯
を
市
内

に
建
設
す
る
の
第

一
歩
と
し
て
、
先
づ
浅
草
吉
原
遊

廓
に
試
用
せ
ん
と
し
、
市

の
共
有
金
を
支
出
し
高
島
嘉
右
衛
門
氏
を
し
て
英
京

倫
敦
よ
り
瓦
斯
機
械
を
輸
入
せ
し
め
し
も
、
事
載
新

(斬
新
の
誤
り
?
。
き
わ

め
て
新
し
い
事
)
に
属
し
未
だ
着
手
す
る
に
至
ら
ず
し
て
、
機
械
は
空
し
く
深

川
倉
庫

に
死
蔵
せ
ら
れ
し
こ
と
三
ヶ
年
に
な
り
し
が
、
明
治
六
年

二

八
七
三
)

時
代
の
要
求
に
伴
ひ
、
東
京
会
議
所
に
於
て
再
び
瓦
斯
街
灯
の
建
設
を
議
し
、

同

(
翌
の
誤
り
?
)
年
十
二
月
始
め
て
点
火
せ
り
。
是
れ
実

に
東
京

に
於
け
る

瓦
斯
事
業
の
起
原
な
り
と
す
。

翌
年
渋
沢
氏
会
議
所

に
入
り
て
行
務
を
総
理
し
、
会
議
所
は
後
ち
明
治
八
年

(
九
の
誤
り
P
)
五
月
東
京
府
庁
内
に
移
る
と
共
に
、
瓦
斯
局
亦
庁
内

に
新
設

せ
ら
れ
、
渋
沢
氏
其
事
務
長

(後
に
局
長
と
改
称
)
た
り
。

瓦
斯
事
業
創
設
よ
り
明
治
九
年
に
至
る
の
間
に
瓦
斯
事
業

に
支
出
し
た
る
金

額
十
七
万
余
円
、
一
ケ
月

引
用
の
容
量
其
当
時
に
在
て
五
万
八
千
八
百
立
方
灰

な
り
し
が
、
其
翌
年

に
至
り
て
は

一
ヶ
月
十

一
万
立
方
灰
余
を
算
せ
り
。
其
需

用
者
の
数
は
驚
く
べ
き
僅
少
に
し
て
、
同
年
十
二
月
に
於

て
僅
か
に
十
九
戸
の

み
な
り
き
。
同
年

一
ケ
月
二
百
五
十
万
立
方
択
の
製
造
力
を
有
す
る
瓦
斯
製
造

器
械
を
、
技
師
和
蘭
人
ペ
レ

・
ゲ
レ
ン
氏
の
手
に
よ
り
英
国
よ
り
四
万
三
千
円

に
て
取
寄
せ
、

い
よ
く

事
業
を
拡
張
し
、
需
要
者

の
数
も
明
治
十
四
年

二

八
八

一
)
に
は
二
百
二
十
二
戸

に
上
り
た
り
。

是
よ
り
先
き
、
瓦
斯
局
払
下

の
議

一
部
に
起
り
し
も
、
渋
沢
瓦
斯
局
長
は
未

だ
其
時
機
に
あ
ら
ず
と
し
、
鋭
意
業
務
の
振
興
を
図
ら
れ
し
が
、
明
治
十
八
年

(
一
八
八
五
)

に
至
り
、
瓦
斯
局
公
売
の
案
を
具
し
て
、
知
事
芳
川
顕
正
氏
に



最
早
瓦
斯
局
の
殖
益
も
相
当
の
域

に
進

み
此
上
は
早
く
民
業
に
移
し
て
法
制

の

束
縛
を
脱
し
益

々
業
務
の
拡
張
を
謀
ら
し
む
べ
し
と
陳
情
し
た
り
。
其
結
果
同

年
十
月
遂

に
瓦
斯
局
は
払
受
人
総
代
渋

沢
栄

一
・
藤
本
精

一
両
氏

の
手
に
売
却

せ
ら
れ
、
払
受
人
は
二
十
七
万
円
の
資

本
を
以
て

一
会
社
を
起
し
こ
こ
に
事
業

を
承
継
し
た
り
。
今
日
の
東
京
瓦
斯
会
社
即
ち
是
な
り
。

当
時
本
社
を
芝
浜
崎
町
に
置
き
、
渋
沢
氏
委
員
長
た
り
。
藤
本
氏
検
査
掛
と

な
り
、
笹
瀬
元
明
氏
支
配
人
の
事
を
行

へ
り
。
而
し
て
、
成
立
の
初

に
於
け
る

需
要
者
の
数
は
三
百
四
十
三
戸
、
灯
数
六
千
六
百
七
十
八
、
街
灯
四
百
基
、
瓦

斯
管
延
長
十

一
哩

六
十
二
鎖
、

一
日
の
瓦
斯
需
要
高
平
均
七
万
千
五
十
五
立
方

呪
に
し
て
、
今
日
よ
り
之
を
観
れ
ば
、
菅
に
雲
泥
の
差

の
み
に
あ
ら
ず
と
錐
も
、

其
当
時
に
在
て
は
実

に
機
関
の
全
力
を
尽
せ
し
に
相
違
な
し
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
の
初
め
に
、
横
浜

.
神
戸

.
東
京
と
相
継
い
で
開

始
さ
れ
た
ガ
ス
事
業
も
、
明
治
二
十
六
年

(
一
八
九
三
)
長
崎
で
ガ
ス
供
給
事
業

が
始
め
ら
れ
る
ま
で
、
日
本
に
新
し
い
ガ

ス
事
業
は
現
れ
な
か

っ
た
。

佐
賀
新
聞
大
正
期
炭
坑
記
事
)Ⅳ(

町

田

保

次

大
正
三
年
七
月
二
十

二
日

九
管
主
要
駅
収
入

九
州
鉄
道
管

理
局
に
お
け
る
大
正
二
年
度

(本
年
三
月
迄
)
の
運
輸
収
入

は
合

計

一
七
、
七
五
七
、
〇
四
二
円
五
七
銭
に
し

て
、
前
年
度
に
比
し
二
、

〇
六
三
、
九
三
一二
円
を
増
加
せ
り
。
内
旅
客
収
入
六
、
六
二
九
、
三

一
〇
円
六

九
銭
、
石
炭
収
入
六
、
七
七
二
、

一
九

一
円
二
二
銭
、
普
通
貨
物
収
入
四
、

三
五
五
、
五
四
〇
円
六
六
銭
な
る
が
、
今

一
〇
万
円
以
上
の
収
入
を
受
け
た

る
各
駅
中
本
県
内
の
分
を
示
せ
ば
左
の
如
し
。
△
印
は
収
入
減
を
示
せ
る
も

の
な
り
。

駅
名
佐
賀
相
知
山
本
武
雄
北
方

収

入

高

二
七

二
、

四

八

八

円

△

一
九

五

、

八

〇

七

△

一
八

〇

、

六

七

一

一

一
二
、

八

一
二

一
〇

四

、

六

五

四

乗

車

人

員

四

六

四
、

三

一
七

人

一
〇

四
、

二
八

七

九

五
、

六

八

八

一
九

三
、

四

二
九

八

五

、

二

〇

二

大
正
三
年
七
月

二
十

二
日

老
婆
の
縊
死

東
松
浦
郡
厳
木
村
本
山
貝
島
炭
坑
内
居
住
崎
ギ
ン

(七
〇
)
は
夫
伊
八
死

亡
後
杖
と
も
柱
と
も
思
え
る
実
子
敬
吉

が
近
来
両
足
共
歩
行
で
き
ず
、
且

つ

身
体
衰
弱
し
起
居
不
自
由
な
る
を
痛
く
心
配
し
、
去
る
十
八
日
午
後
七
時
半

頃
自
宅
に
於
て
遂
に
総
死
を
と
げ
た
り
と
。

大
正
三
年
七
月
二
十
四
日

補
充
兵
の
告
発

杵
島
郡
北
方
村
志
久
杵
島
炭
坑
在
住
の
福
岡
県
八
女
郡
北
川
内
村
久
原
大

(七
三
頁
へ
つ
づ
く
)


